
                               

                          

 

    

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

国
有
林
の
多
面
的
機
能
を
持
続

的
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
管
理

経
営
を
行
う
な
か
で
、
民
有
林

を
含
め
た
林
業
・
木
材
産
業
の

グ
リ
ー
ン
成
長
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

 

近
年
、
特
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北

海
道
に
関
し
、
温
暖
化
対
策
の

吸
収
源
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

森
林
や
木
材
利
用
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
お
り
、「
伐
っ
て
、
使

っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
の
循

環
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

 

ま
た
、
全
国
的
に
短
時
間
強

雨
の
発
生
回
数
が
増
加
傾
向
に

あ
る
中
、
森
林
に
は
、
災
害
防
止

の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
重
点
的
に
取

り
組
み
、
北
海
道
の
林
業
・
木
材

産
業
、
ま
た
、
地
域
の
振
興
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

森
林
の
多
面
的
機
能
を
持
続

的
に
発
揮
す
る
た
め
、
森
林
・
林

業
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
傾
斜

等
の
立
地
条
件
、
林
木
の
成
長

等
の
森
林
の
現
況
を
踏
ま
え
、

整
備
・
保
全
の
必
要
な
森
林
を

様
々
な
林
種
・
樹
種
・
林
齢
か
ら

な
る
森
林
へ
誘
導
す
る
な
ど
し

て
、
多
様
な
森
林
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
人
工
林
に
つ

い
て
は
、
そ
の
５
割
が
主
伐
期

を
迎
え
る
中
、
主
に
、
林
地
傾
斜

等
の
立
地
条
件
、
植
栽
木
や
自

然
に
発
生
し
た
樹
木
の
生
育
状

況
等
の
森
林
の
現
況
を
考
慮
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
森
林
に
応
じ
て
単

層
林
・
面
的
複
層
林
・
針
広
混
交

林
へ
誘
導
し
ま
す
。 

ま
た
、
天
然
林
で
は
、
過
去
の

伐
採
や
植
付
け
と
い
っ
た
人
為

を
加
え
た
状
況
等
も
踏
ま
え
、

森
林
の
整
備
・
保
全
の
必
要
な

森
林
に
お
い
て
、
現
地
検
討
会

を
行
い
つ
つ
、
多
様
な
樹
種
・
樹

齢
の
樹
木
か
ら
な
る
持
続
性
の

あ
る
森
林
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

効
率
的
な
施
業
を
推
進
す
る

森
林
に
お
い
て
、
伐
採
時
の
生

産
性
の
向
上
、
下
刈
り
作
業
の

回
数
削
減
及
び
新
た
な
機
械
導

入
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
・
軽
労

化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。 

        

【北海道森林管理局の HP もご覧ください】 

森
林
の
多
面
的
機
能
の

発
揮 

「
新
し
い
林
業
」
の
推
進 

乗車式機械による下刈り作業 グラップルレーキによる地拵作業 

令和５年度  

 北海道森林管理局重点取組事項  

は
じ
め
に 



ま
た
、
再
造
林
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め 

、
コ
ン
テ
ナ
苗
の

利
用
に
つ
い
て
安
定
需
給
協
定

量
を
拡
大
し
、
品
質
・
規
格
が
安

定
し
て
い
る
苗
木
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
種
子
の
供
給

量
の
確
保
の
た
め
、
採
種
園
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。 

道
産
材
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
需
要

の
拡
大
と
定
着
の
た
め
、
木
材

の
供
給
量
を
増
加
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販

売
の
大
ロ
ッ
ト
化
や
年
間
を
通

じ
て
丸
太
を
供
給
で
き
る
中
間

土
場
の
整
備
に
よ
り
、
一
層
の

安
定
供
給
に
取
り
組
み
ま
す 

。 

加
え
て
、
ト
ド
マ
ツ
や
カ
ラ

マ
ツ
の
大
径
材
に
つ
い
て
、
安

定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
に
お
い

て
建
築
材
へ
の
利
用
を
要
件
と

し
た
供
給
を
行
い
、
用
途
拡
大

に
よ
る
高
付
加
価
値
化
に
取
り

組
み
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
化
石
資
源
の
代

替
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
へ
の
貢
献
の
た
め
、
林
地

残
材
等
燃
料
用
材
の
供
給
も
行

い
ま
す
。 

現
在
、
北
海
道
森
林
管
理
局

に
よ
る
広
葉
樹
の
供
給
は
、
人

工
林
内
に
生
育
す
る
広
葉
樹
が
、

そ
の
整
備
に
伴
い
伐
採
さ
れ
る

も
の
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
広
葉
樹
の
加
工
技
術

の
向
上
等
に
よ
り
、
従
来
は
、
パ

ル
プ
用
が
主
で
あ
っ
た
樹
種
や

中
小
径
木
を
有
効
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
需

要
者
が
求
め
る
付
加
価
値
の
高

い
用
途
向
け
の
採
材
・
仕
分
け

を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
る
市
場

へ
の
広
葉
樹
供
給
に
取
り
組
み

ま
す
。 

一
方
で
天
然
林
に
お
け
る
広

葉
樹
の
蓄
積
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
森
林
の
多
面
的
機
能
を
持

続
的
に
発
揮
さ
せ
な
が
ら
、
将

来
に
お
け
る
広
葉
樹
資
源
の
安

定
的
な
供
給
に
つ
な
が
る
森
林

整
備
の
試
行
に
向
け
た
取
組
を

進
め
ま
す
。 

近
年
、
気
候
変
動
に
よ
り
気

象
災
害
が
激
甚
化
し
て
お
り
、

道
内
に
お
い
て
も
、
令
和
４
年

の
集
中
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
流

域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携

し
た
流
域
保
全
対
応
の
治
山
対

策
の
強
化
、
森
林
の
防
災
・
保
水

機
能
の
発
揮
の
た
め
、
山
地
災

害
危
険
地
区
や
重
要
な
イ
ン
フ

ラ
周
辺
箇
所
等
地
域
の
要
望
に

応
じ
た
治
山
施
設
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。 

ま
た
、
同
時
多
発
化
す
る
災

害
へ
の
対
応
が
必
要
に
な
る
中
、

森
林
土
木
工
事
の
現
場
で
は
、

高
齢
化
や
人
手
不
足
が
顕
著
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

や
、
簡
易
な
工
法
、
工
期
を
短
縮

で
き
る
工
法
の
採
用
等
に
よ
り

軽
労
化
、
効
率
化
を
進
め
、
森
林

土
木
分
野
で
の
事
業
実
施
の
円

滑
化
を
図
り
ま
す
。 

 

安
定
供
給
に
よ
る
道
産

材
の
活
用
推
進 

中間土場の整備 

広
葉
樹
資
源
の
安
定
供

給
体
制
の
構
築 

広葉樹の中小径木も 

有効利用に向けて仕分け 

安
全
・
安
心
な
く
ら
し
の

確
保 

令和４年 

新冠町内における山地災害 

林業土木事業における 

三次元データの活用（黄色：盛土、青色：切土） 

採種園の路網整備 



北
海
道
内
の
エ
ゾ
シ
カ
に
よ

る
農
林
業
被
害
額
は
、
ピ
ー
ク

時
よ
り
は
減
少
し
て
い
る
も
の

の
近
年
は
、
横
ば
い
か
ら
や
や

増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
エ
ゾ
シ
カ
の
被
害
は
、

農
林
業
は
も
と
よ
り
、
森
林
生

態
系
へ
の
影
響
や
交
通
事
故
の

増
加
な
ど
地
域
社
会
へ
も
大
き

く
影
響
し
て
い
る
状
況
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す

る
た
め
、
市
町
村
等
の
要
望
に

応
じ
、
国
が
林
道
を
除
雪
し
市

町
村
が
駆
除
を
行
う
連
携
捕
獲

や
捕
獲
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の

国
有
林
野
の
提
供
、
ワ
ナ
の
貸

し
出
し
、
情
報
共
有
な
ど
連
携

強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員

に
よ
る
く
く
り
ワ
ナ
の
設
置
、

狩
猟
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど
も

行
い
ま
す
。 

加
え
て
、
広
い
森
林
地
域
で

の
捕
獲
は
、
効
率
的
に
行
う
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
IoT
や
AI

の
導
入
、
大
型
囲
い
ワ
ナ

の
普
及
な
ど
、
捕
獲
の
効

率
化
・
省
力
化
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ビ
エ
活

用
が
可
能
な
地
域
に
お
い

て
は
、
積
極
的
に
囲
い
ワ

ナ
に
よ
る
生
体
捕
獲
に
も

取
り
組
み
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
エ
ゾ
シ
カ

の
被
害
の
実
態
調
査
や
、

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
森
林
の

育
成
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
エ
ゾ
シ
カ
の

侵
入
防
止
柵
を
設
置
し
、

影
響
の
調
査
を
行
い
ま

す
。 

ア
イ
ヌ
文
化
の
伝
承
、

普
及
、
振
興
に
必
要
な
森

林
資
源
は
、
確
保
し
に
く

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。 こ

の
た
め
、
ア
イ
ヌ
文

化
を
象
徴
し
、
ア
イ
ヌ
文

化
の
伝
承
に
必
要
な
自
然

素
材
を
持
続
的
に
採
取
で

き
る
森
林
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
森
林

づ
く
り
に
お
け
る
病
害
虫

対
策
の
試
験
や
ア
イ
ヌ
文

化
を
体
験
す
る
た
め
の
森

林
の
活
用
な
ど
、
地
元
市
町
村

や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
組

を
行
い
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

こ
れ
ら
の
取
組
の
ほ
か
、
様
々

な
事
業
の
実
施
を
通
じ
て
、
森

林
吸
収
源
対
策
や
生
物
多
様
性

の
保
全
の
推
進
、
さ
ら
に
は
、
持

続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。 

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
被
害

の
低
減 

ＡＩにより画像からエゾシカを認識し、 
効率的な捕獲を支援 

職員によるくくりワナの設置 

ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興 

令和４年度までにアイヌ文化の振興に必要な林産物

の採取のため、４市町とアイヌ共用林契約を締結 

協定を締結した国有林内において、 

アイヌ文化の体験ツアーを試行（平取町） 

さ
い
ご
に 

【エゾシカ推定生息数と農林業被害額の推移】 


